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暫
ま
つ
り
を
造
る
人
・
彩
る
人

鋤
　
　
二
月
十
二
．
十
三
日
の
雪
ま
つ
り
本
番
に
向
け
て
、
市
内
各
所
で
様
々
な

　
チ
形
で
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
雪
像
を
つ
く
る
人
、
演
劇
に
取
組
む
人

ンど
．
．
．
．
．
．
い
よ
い
よ
作
業
に
熱
が
入
っ
て
行
き
ま
す
。
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※開場　12日・午後4時30分

※開演　午後6時20分～7時40分

※会場が定員になりしだい入場を禁止します。

※トイレが十分ありません。会場に入場する前に市民体育館

　十日町小などで用を済ませてください。

※足の保温のための発泡スチロールは持ちこまないでください

持ってこられた方は、入ロで回収させていただきます。
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出
版
し
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世
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認
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ら
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の
後
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
哀
歓
を
描
㎜
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目
白
三
平
シ
リ
ー
ズ
」
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脚

雪
ん
子
か
ら
の
メ
ツ
セ
ー
ジ

　
　
　
開
会
式
で
風
の
郵
便
屋
さ
ん
に
託
し
て

雪
ん
子
が
主
役

　
　
　
川
治
小
六
年

　
　
　
　
柳
　
　
清
　
美

　
ふ
わ
ふ
わ
の
わ
た
が
降
っ
て
き
て

雪
ま
つ
り
の
し
た
く
が
始
ま
り
ま
す
。

　
十
日
町
に
は
か
わ
い
い
雪
ん
子
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
雪
ん
子
も

す
ば
ら
し
い
雪
像
を
つ
く
り
ま
す
。

　
三
十
四
回
目
を
迎
え
た
十
日
町
雪

ま
つ
り
は
着
物
と
す
ば
ら
し
い
雪
像

と
そ
し
て
雪
ん
子
が
主
役
で
す
。

　
十
日
町
雪
ま
つ
り
を
ま
だ
見
た
こ

と
も
聞
い
た
こ
と
も
な
い
あ
な
た
を

主
役
に
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
世
界
一
美
し
い
着
物
と
雪
ん
子
と

世
界
一
の
雪
の
舞
台
が
笑
顔
の
あ
な

た
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　
※
市
内
の
十
九
力
校
の
六
年
生
全

員
、
七
百
十
三
人
が
書
い
た
”
雪
ん

、
子
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
”
が
、
十
二

日
の
開
会
式
で
風
の
郵
便
屋
さ
ん
に

託
し
て
空
に
放
た
れ
る
。
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O　
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、
姉
が
薬
科
大
学
の
卒
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式

。
に
着
た
き
も
の
姿
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す
ね
。
エ
ン
ジ

　
の
き
も
の
に
紋
付
、
袴
で
、
四
角
の

O　
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
姿
が
強
烈
な
印
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。
と
し
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残
っ
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ま
す
。
あ
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強
烈

O
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黙慕情十日町“を作成ノ

　
十
旦
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
丸
山
武
次
会
長
）

で
は
、
　
「
歌
で
広
げ
よ
う
”
ふ
れ
あ
い
・
ふ
る
さ

と
運
動
色
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
十
日
町
小

唄
に
続
く
第
二
の
十
日
町
の
唄
と
し
て
『
慕
情
十

日
町
』
の
歌
曲
（
二
曲
）
を
作
成
し
、
雪
ま
つ
り

の
二
月
十
三
日
発
表
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。（

1
）

e
く
も
る
ガ
ラ
ス
の
　
朝
露
に

　
う
つ
す
面
影
　
虹
の
色

　こ

ぶ
し
の
花
の
　
咲
く
道
で

　
そ
っ
と
あ
な
た
に

　
　
ふ
れ
た
日
は

愛
の
涙
に
濡
れ
ま
し
た

　
　
あ
》
ふ
る
さ
と
の

　
越
は
北
国

　
　
越
は
北
国
十
臼
町

演
歌
と
タ
ン
ゴ
を
ア
レ
ン
ジ

し
た
奇
抜
な
ア
イ
デ
ア
の
曲

（
H
）

e
風
も
無
情
な
　
ネ
オ
ン
街

凍
て
つ
く
心
　
お
酒
に
浮
か
べ

春
の
夢
み
る
　
今
夜
の
わ
た
し

　
あ
な
た
に
そ
っ
と

　
　
肩
寄
り
そ
っ
て

愛
の
涙
で
濡
れ
ま
し
た

　
あ
》
ふ
る
さ
と
は
こ
ぶ
し
咲
く

　
越
は
越
後
の

　
　
越
は
越
後
の
十
臼
町

演
歌
調
で
、
間
奏
に
サ
ッ
テ

モ
節
が
入
っ
て
い
る
曲

　
観
光
都
市
づ
く
り
を
背
景
に
し
て

”
郷
土
愛
の
ひ
ろ
が
り
を
願
う
発
想
”

か
ら
生
ま
れ
た
の
が
、
こ
の
「
慕
情

十
日
町
」
の
唄
で
す
。
作
詞
が
諸
里

市
長
、
作
曲
は
大
島
彰
先
生
（
昨
年

十
月
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
市
共

催
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
の
全

盲
の
エ
レ
ク
ト
ー
ン
奏
者
、
連
続
百

時
間
演
奏
の
ギ
ネ
ス
記
録
保
持
者
）

に
よ
る
こ
の
二
曲
、
今
回
の
雪
ま
つ

り
当
日
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
発
表

と
な
り
ま
す
が
、
今
後
は
育
て
る
会

を
結
成
し
、
よ
り
多
く
の
市
民
や
市

出
身
者
に
愛
唱
さ
れ
る
よ
う
な
”
ふ

れ
あ
い
・
ふ
る
さ
と
運
動
”
と
し
て

展
開
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
五
月
の
ク
ロ
ス
テ
ン
の
オ
ー
プ

ン
ま
で
に
、
曲
の
最
終
決
定
、
レ
コ

ー
ド
会
社
及
び
歌
手
の
選
定
な
ど
を

行
う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

賀
・

ホワイト＆エレクトーン

　　　コンサート

■と　き

　2月13日（日）

　AMIO：OO～AM11：30

■ところ

　コミュニティ広場
　（雪まつり・十高グラウンド）

　　◇◆◇◆◇
●オープニング

　ヤマパ十日町音楽センター

●演奏

　大島　彰先生
●唄

　太田チイ・尾身恵美子
●司会

　関□祐信・今井正子
〔共催〕

　｛　雪まつり実行委員会
　慕情十日町を育てる会
　　　　準備委員会

　十日町ライオンズクラブ

　
　
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
…
…
ス
キ
ー
も
今

㎜
が
最
高
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
各

㎜
種
大
会
が
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
て

㎜・
い
ま
す
。
　
“
十
一
人
”
　
“
十
五
人
”

㎜
㎜
”
七
人
”
合
計
三
十
三
人
。
こ
の
数

㎜
字
は
、
今
年
度
の
全
国
中
学
校
ス
キ

㎜
㎜
i
大
会
、
全
国
高
校
ス
キ
i
大
会
、

ぼ

㎜
第
三
十
八
回
冬
季
国
民
体
育
大
会
の

　
㎜
当
市
関
係
の
出
場
者
の
人
数
で
す
。

ぬゆ

㎜
　
全
国
大
会
レ
ベ
ル
に
、
こ
れ
ほ
ど

㎜
多
く
の
出
場
者
を
送
り
出
す
当
市
は

㎜
今
や
県
内
の
ト
ッ
プ
を
ゆ
く
”
ス
キ
ー

㎜欄
王
国
〃
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

㎜
　
小
学
校
・
・
中
学
校
に
お
け
る
地
域

欝
明
さ
ん
（
麓
融
難
）

　
競
技
ス
キ
ー
を
始
め
た
の
は
、
小

・
学
校
三
年
生
．
そ
れ
以
来
、
全
国
中

学
校
大
会
（
昨
年
）
回
転
優
勝
、
全

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
の
強
化
選
手
に
指
定

皿
さ
れ
た
日
本
の
ホ
ー
プ
で
す
。
「
日
本

㎜
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
人
達
と
一
緒
の

㎜
㎜
合
宿
で
、
ス
キ
ー
に
対
す
る
考
え
方
、

旧
一
技
術
的
な
こ
と
な
ど
大
切
な
経
験
を

ぬ

欄
し
ま
し
た
」
と
昨
年
夏
の
ニ
ュ
ー
ジ

脚

と
学
校
が
一
体
と
な
っ
た
競
技
ス
キ

し
の
振
興
と
い
う
地
道
な
成
果
が
、

大
き
く
表
面
に
現
わ
れ
て
来
た
現
在

と
も
い
え
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
今
月

二
十
二
日
か
ら
群
馬
県
草
津
温
泉
町

で
開
催
さ
れ
る
冬
季
国
体
。
出
場
予

定
の
七
人
の
選
手
は
市
内
の
ス
キ
ー

関
係
者
や
地
域
の
人
達
に
支
え
ら
れ

て
の
出
場
と
も
い
え
ま
す
が
、
地
元

の
期
待
を
一
心
に
集
め
、
こ
の
大
会

に
出
場
す
る
五
人
の
高
校
生
を
取
材

し
ま
し
た
．
地
元
十
目
町
は
勿
論
、

新
潟
県
代
表
と
し
て
の
選
手
達
の
活

躍
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

が
国
体
県
予
選
の
回
転
、
大
回
転
二

冠
制
覇
に
表
わ
れ
て
い
ま
す
。
　
「
風

邪
を
ひ
き
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
は
良
く
な

い
で
す
が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
」

と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

難
ゼ
ん
（
麓
聾
箱
）

　
十
日
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
に
小
学
校

六
年
の
時
に
入
り
、
ス
キ
ー
歴
は
六

年
に
な
り
ま
す
。
「
ス
キ
i
部
の
リ
ー

ダ
ー
格
と
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

運
動
セ
ン
ス
は
抜
群
な
生
徒
で
、
内

灘
雛

辱難

部
に
良
き
ラ
イ
バ
ル
も
い
て
期
待
で

き
る
選
手
」
と
品
川
先
生
（
十
高
ス

キ
i
部
監
督
）
に
言
わ
せ
る
程
の
素

材
の
持
主
。
「
国
体
は
初
出
場
で
す
が

上
位
入
賞
を
め
ざ
し
、
少
し
で
も
得

点
を
し
貢
献
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
」

難
真
紀
子
さ
ん
（
額
辞
の
部
）

　
小
学
校
四
年
生
の
時
か
ら
ス
キ
ー

を
始
め
、
高
校
三
年
間
で
全
国
高
校
、

全
日
本
、
国
体
と
連
続
し
て
出
場
。φρ〆

一
昨
年
の
妙
高
国
体
で
は
大
回
転
で

四
位
に
な
る
な
ど
、
素
質
の
良
さ
は

折
り
紙
つ
き
で
す
。
姉
の
典
子
さ
ん

（
目
体
大
二
年
）
と
一
緒
の
大
会
の

方
が
好
成
積
と
い
う
か
ら
、
良
き
ラ

イ
バ
ル
が
身
近
か
に
い
ま
す
。

　
「
ス
キ
ー
を
始
め
て
以
来
、
い
ろ
ん

な
人
の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が

お
返
し
の
意
味
で
も
、
高
校
最
後
の

シ
ー
ズ
ン
を
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
」

と
決
意
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

蘇
ゆ
り
さ
ん
（
静
雛
匙

　
下
条
地
区
は
、
市
内
で
も
ノ
ル
デ

ッ
ク
競
技
の
盛
ん
な
地
域
。

そ
ん
な
環
境
の
中
で
、
小
学
校
四
年

生
の
時
か
ら
距
離
ス
キ
ー
を
始
め
、

今
年
は
、
県
大
会
で
三
位
、
国
体
予

．
垂
辱
．
3
－
累
≡
0
璽
…
…
…
瞬
1
．
…
…
一
－
璽
…
薗
葦
…
0
1
一
一
．
－
－
り
．
轟
璽
．
冒
…
…
蓄
璽
。
…
韮
6
聖
一
8
…
…
0
0
．
曹
．
－
3
．
＝
茜
聖
一
言
－
．
呂
騨
i
璽
薗
…
…
　
　
　
　
　
　
冒
一
…
喉

の
ほ
か
に
ス
ポ
ー
ツ
は
万
能
と
い
う

選
手
で
す
。
中
学
時
代
は
全
国
大
会

で
二
位
に
な
っ
た
実
践
も
あ
り
、
国

体
の
上
位
入
賞
も
期
待
さ
れ
る
ひ
と

り
で
す
。
「
国
体
は
初
参
加
。
参
加
す

る
限
り
頑
張
り
ま
す
」
と
言
葉
は
少

な
く
と
も
力
強
い
決
意
で
す
。

酵
美
さ
ん
（
離
欝
一
も

　
今
年
は
、
県
大
会
で
は
二
位
。
国

体
予
選
で
は
見
事
優
勝
．
　
「
初
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
昨
年
は
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
だ
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
、
今
年
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
低
で
も
昨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
よ
り
良
い

成
績
を
上
げ
た
い
」
と
話
す
石
田
さ

ん
は
、
小
海
さ
ん
と
共
に
、
リ
レ
ー

で
も
、
大
黒
柱
。
　
「
他
校
に
比
較
し

て
、
進
学
校
と
し
て
練
習
量
的
に
問

題
は
あ
る
が
、
集
中
力
、
気
力
で
カ

バ
ー
し
て
く
れ
る
は
ず
」
　
（
品
川
監

督
）
と
期
待
も
大
き
い
．
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※
国
体
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
長
津
一
…

郎
さ
ん
（
近
大
、
男
子
大
回
転
）
、

高
橋
美
智
子
さ
ん
（
吉
田
中
教
員
・
”

距
離
成
年
一
部
）
が
出
場
す
る
予
定
…

ロ
ド
杯
漣
傷
糖
聾
搭
誠
裸
…
…
…
…
i
…
…
…
…
…
…
睾
…
纏
於
韓
潤
准
に
柊
挿
賭
鐸
…
緯
p
…
玖
投
k
抄
は
け
ド
…
i
…
ー

｝丁
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とおガ詐3昭和58年2月10日

0
一
月
憾
省
工
累
ル
串
口

毎
寧
二
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
闘

で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
一
人
｝
人
が

◎◎⑤⑤◎㊨⑤

㊨㊤㊥⑫㊧O省資源・省エネルギー

むだなく

まとめてお洗濯

月
闘
で
電
．

工
夫
し
て
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

効
率
的
な
利
嗣
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
暖
房
温
度
に
ご
配
慮
を

　
国
で
は
、
こ
の
冬
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
と
し
て
つ
ぎ
の
点
を
進
め
て

い
ま
す
。

◎
暖
房
温
度
は
過
度
に
な
ら
な
い
よ

『
う
に
心
が
け
よ
う

◎
暖
房
機
器
は
効
率
的
・
合
理
的
に

使
用
し
、
建
竈
等
の
断
熱
構
造
化
の

推
進
に
努
め
よ
う

＠
給
油
所
の
日
曜
休
業
の
実
施
を
徹

底
し
．
休
日
の
紹
嫁
滋
1
測
踊
の
自

粛
薯
節
約
運
転
に
努
め
よ
う

だ D
だれもいない部屋は

あかりを消して

ながしっ放しの

水道にご注意

》
．

1
　
　
㌧
㌧

く
くるまの空ブカシは

やめましよう

上にも下にも

こたつ麟とん

◎
O
　
”
も

905

手　
　
ブ

　
　
鱒

　
　
ト

　
　
ス

　
　
な

　
　
い

　
て
れ

　
し
き

　
れ
も

　
入
つ

　
手
い

2枚3枚
厘着してホカ諏力

恥1●1●l

k，1鰹

暖

家族でつぎつぎ

お風呂に入ろう

か

0
7
。

●
●

●く

暖房のコツは

厚手のカーテン

．
恥
一

）2屡

、「｝V1

府却
口火も

こまめに切りましょう

最低賃金の件名
最低賃金額 実　施

年月日1　　日 1時間

新潟県最低賃金 3，053円 382円 57．10．10

食料品製造業 3，360円 420円 57．12．6

繊　維　産　業

3，161円

3，077円

396円

385円

58．2．3

木材・木製品・

家具・装備品製造業

3，493円

3，176円

437円
　　噂　　　雪　　　曹　　　曹　　　一

397内
57．12．25

出版・印刷・

同関連産業
（速記・筆耕・複写業を含む）

3，528円
．曹一1甲一一．辱．．．響F一．．．一曹〕一．

3，192円

441円

399円

57．12．6

機械・金属
製品等製造業
　　及び
白動車整備業

3，601円 451円 58．1．8

卸売業・小売業 3，280円 410円 57．12．6
※繊維産業、木材・木製品・家具・装備品製造業、出版・

　印刷・同関連産業では業務内容等で適用範囲が異なり
　ます。詳しくは十日町労働基準監督署へ（B2－2079番）

戦
友
を

　
　
さ
が
し
て
い
謝

　
滋
賀
一
会
で
は
、
昭
和
二
十
年
八

月
十
五
日
現
在
に
、
滋
賀
県
大
津
市

滋
賀
海
軍
航
空
隊
第
一
連
隊
に
在
籍

し
て
い
た
方
を
さ
が
し
て
い
ま
す
。

在
籍
し
て
い
た
方
は
、
滋
賀
県
犬
上

郡
甲
良
町
小
川
原
八
百
八
番
地
三
七
、

石
田
一
男
さ
ん
（
〒
五
二
二
1
0
二
、

盈
〇
七
四
九
ー
二
五
－
一
六
四
〇
番
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
不
幸
に
し
て
亡
く
な
ら
れ

，
て
い
た
と
き
は
、
家
族
の
か
た
が
死

亡
年
月
日
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

o踏切りは必ず止まって左右、前方の安全

　をしっかりと目と耳で確認しましょう。

○凍結、積雪道路はすべりやすいので、運

転者も歩行者もお互いに気をつけよう．

1月中の交通事故発生状況0内57年

発生件数 死者数 傷者数

十日町市 3（5） 0（0） 4（5）

川西町 1（0） 0（0） 2（0）

津南町 1（1） 0（0） 1（2）

中里村 1（0） 0（0） 1（0）

郡市計 6（6） 0（0）
ノ
8
（

7）

通
信
教
育
で
高
校
を
卒
業
し
よ
う

　
新
潟
高
等
学
校
（
新
潟
市
関
屋
下

川
原
町
二
）
と
高
田
南
城
高
等
学
校

（
上
越
市
南
城
町
三
）
で
は
通
信
制

の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
両
校
と
も
「
卒
業
コ
ー
ス
」
と
「
科

目
別
コ
ー
ス
」
の
ニ
コ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
願
書
受
付
け
は
二
月
二
十
一

日
～
四
月
九
日
ま
で
で
、
学
力
検
査

／総
、＼・

し
D

・　1催 一
i
、　恵

舞
P
巨
…
テ

一　『

噛　

は
あ
り
ま
せ
ん
。
出
願
手
続
き
は
出

身
中
学
校
、
入
学
願
書
は
出
願
す
る

高
校
に
問
い
合
わ
せ
を
。

国
の
進
学
口
i
ン

　
　
　
　
　
　
ご
利
用
を

　
国
民
金
融
公
庫
で
は
、
今
春
高
校
、

大
学
、
専
門
学
校
な
ど
へ
進
学
す
る

か
た
の
父
兄
を
対
象
に
「
国
の
進
学

ロ
ー
ン
」
を
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

囹
融
資
額
　
五
十
万
円
以
内

囹
融
資
期
間
　
進
学
す
る
学
校
の
修

業
年
限
以
内

囹
貸
付
利
率
　
年
八
・
四
％

囹
保
証
人
　
一
名
以
上

囹
取
扱
機
関
も
よ
り
の
銀
行
、
信

用
金
庫
、
信
用
組
合
、
農
協
の
窓
口

囹
取
扱
期
問
　
四
月
末
日
ま
で

　
詳
し
く
は
銀
行
等
の
支
店
か
国
民

金
融
公
庫
長
岡
支
店
（
智
〇
二
五
八

i
三
六
－
四
三
六
〇
番
）
へ
。
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■
還
付
を
受
け
る

　
申
告
は
お
早
め
に
■

　
昭
和
五
十
七
年
分
の
増
与
税
の
申

告
は
二
月
一
目
か
ら
、
所
得
税
の
確

定
申
告
は
二
月
十
六
日
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
受
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。

　
申
告
期
限
は
、
ど
ち
ら
も
三
月
十

五
目
で
す
。

　
税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申

告
書
は
二
月
十
六
日
前
で
も
受
付
け

て
い
ま
す
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
確
定
申
告
を
す

れ
ば
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

①
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き
。

　
支
払
っ
た
医
療
費
（
保
険
な
ど
で

市県民税申告相談日程表

補
て
ん
さ
れ
た
額
は
除
く
）
が
所
得

の
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
五
万
円
の
ど
ち

ら
か
低
い
方
の
金
額
を
超
え
て
い
る

と
き
は
、
そ
の
超
え
て
い
る
部
分
の

金
額
が
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま

す
。
（
最
高
控
除
額
二
百
万
円
）

②
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
と
き

　
損
害
額
（
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
た
額
は
除
く
）
が
所
得
の
十
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
え
て
い
る
と
き
は
、
そ

の
超
え
て
い
る
部
分
の
金
額
が
所
得

金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

③
雪
下
し
経
費
等
が
五
万
円
ま
た
は

年
間
所
得
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

る
と
所
得
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
屋
根
の
雪
下
し
や
家
の
ま
わ
り
の

月
　
　
目

時
　
　
　
間

場
　
　
　
　
所

2
月
賂
日
㈱

　
～

3
月
1
5
日
㈹

（
土
曜
は
1
2
・
00
）

9
・
00
～
4
・
0
0

十
目
町
市
役
所

は
く

曜日
除

10
・
00
～
3
・
00

新
水
克
雪
管
理
セ
ン
タ
i

10

・
00
～
3
・
0
0

東
下
組
生
活
改
善
セ
ン
タ
i

3
月
3
日
㈲

9
・
30
～
4
・
0
0

中
　
条
　
公
　
民
　
館

9
・
30
～
4
・
00

下
　
条
　
出
　
張
　
所

3
月
4
日
働

9
・
30
～
3
・
00

羽
　
　
根
　
　
川
　
　
荘

10

・
00
～
3
・
0
0

ニ
　
ツ
　
屋
　
公
　
民
　
館

3
月
7
日
局

　
　
（
9
・
30
～
3
・
00

馬
　
場
　
集
　
会
　
所

10

・
00
～
3
・
0
0

美
佐
島
地
区
管
理
セ
ン
タ
i

3
月
8
日
幻

　
　
（
9
・
30
～
4
・
00

水
　
沢
　
出
　
張
　
所

10

・
00
～
3
・
00

野
　
中
　
集
　
会
　
所

3
月
9
日
㈱

9
・
30
～
4
・
00

川
　
治
　
公
　
民
　
館
一

3
月
1
0
日
㈲

9
・
30
～
4
・
00

吉
田
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

10

・
00
～
3
・
0
0

鉢
ふ
る
さ
と
会
館

｛

説の串巻藪お亮撒纏鱈

除
雪
、
雪
捨
て
等
の
た
め
支
払
し
た

経
費
が
五
万
円
ま
た
は
年
間
所
得
の

十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
と
、
そ

の
超
え
て
支
出
し
た
経
費
は
所
得
税

の
所
得
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
支
出
の
確
認
の
た
め
原
則

と
し
て
領
収
書
が
必
要
で
す
が
、
そ

れ
が
困
難
な
場
合
に
は
支
払
っ
た
当

時
に
記
載
さ
れ
た
家
計
簿
等
に
よ
る

支
払
事
実
の
確
認
で
も
差
し
つ
か
え

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
確
定
申
告
を
す

る
前
に
税
務
署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。④
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
購
入
（
中

古
住
宅
を
含
む
）
し
た
と
き
。

　
そ
の
年
の
合
計
所
得
金
額
が
八
百

万
円
以
下
の
人
が
自
分
で
住
む
た
め

に
、
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住

宅
、
中
古
住
宅
を
買
っ
た
り
し
た
と

き
は
、
そ
の
住
宅
に
入
居
し
た
年
か

ら
三
年
間
に
わ
た
り
、
年
額
で
一
万

七
千
円
（
住
宅
・
i
ン
控
除
に
も
該

当
す
る
場
合
は
最
高
四
万
七
千
円
）

ま
で
所
得
税
が
安
く
な
り
ま
す
。

※
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
は
、
一
年

目
に
確
定
申
告
を
す
る
と
、
二
年
目

三
年
目
は
年
末
調
整
で
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

⑤
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
再

就
職
し
な
か
っ
た
た
め
年
末
調
整
を

受
け
な
か
っ
た
と
き
。

⑥
原
稿
料
や
配
当
な
ど
の
収
入
が
あ

り
、
所
得
が
あ
ま
り
多
く
な
い
た
め
、

源
泉
徴
収
税
額
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ

て
い
る
と
き
。

■
市
・
県
民
税
の

　
申
告
も
お
早
め
に
■

　
こ
と
し
も
市
・
県
民
税
の
申
告
を

お
願
い
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
申
告
は
、
市
・
県
民
税
、
国

民
健
康
保
険
料
を
計
算
す
る
た
め
の

基
礎
と
な
る
重
要
な
申
告
で
あ
る
と

同
時
に
、
あ
な
た
の
必
要
と
す
る
い

ろ
い
ろ
な
証
明
資
料
に
も
な
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
も
れ

な
く
記
入
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
く

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
期
限
は

　
　
　
　
三
月
十
五
日
■

　
市
・
県
民
税
は
、
前
年
（
昭
和
五

十
七
年
中
）
の
所
得
に
対
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
申
告
書
の
「
用
紙
」
と
「
手
引
き
」

は
、
市
政
事
務
嘱
託
員
を
通
じ
て
配

布
す
る
予
定
で
す
が
、
記
入
も
れ
や

誤
り
な
く
提
出
期
限
（
三
月
十
五
日
）

ま
で
に
市
役
所
税
務
課
ま
た
は
市
政

事
務
嘱
託
員
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
記
載
方
法
の
相
談
塾

　
上
表
の
と
お
り
申
告
相
談
を
実
施

し
ま
す
。
書
き
方
等
不
明
の
点
は
も

よ
り
の
申
告
相
談
会
場
・
市
役
所
税

務
課
市
民
税
係
へ
。

（
盈
七
－
三
二
一
番
内
線
二
〇
七
）

開始による下下水道処理対象区域内の特定事業場

きについて

日から下水道が

特定事業場の

　　構造変更手続

　十田町市では、5月1

供溺開始されます。

　ところで、下水処理対

事業場（水質汚濁防止法

置している事業場）につ

を下永道に排除する工事

構造変更届出書を保健所

ばなりません。

繕届出の蕃続碁

　工事を実施する60日前

に橿出書を十母町保健所

さい。届出書は保健所に

　なお、届出をしなけれ

所は左衷のとおりです。
死
詳
綱 は十欝町保健所環

一2400番）に問い合2

、下水処理対象区域内の特定

質汚濁防止法の特定施設を設

事業場）については、排出水

排除する工事を実施する葡に

出書を保健所に提出しなけれ

する60日i前（3月2日まで）

母町保健所に提出してくだ

は保健所にあります。

をしなければならない事業

おりです。

町保健所環境衛生課（費7

）に問い合わせてください。

業
　
　
　
　
種

特
　
定
　
施
　
設

パ
ン
も
し
く
は
菓
子
の
製
造

業
ま
た
は
製
あ
ん
業

粗
製
あ
ん
の
沈
殿
槽

米
菓
製
造
業
ま
た
は
こ
う
じ
製
造
業

洗
　
　
　
米
　
　
　
機

豆
腐
ま
た
は
煮
豆
の
製
造
業

湯
　
　
煮
　
　
施
　
　
設

紡
績
業
、
繊
維
製
品
製
造
業

も
し
く
は
加
工
業
ま
ゆ
湯
煮
施
設
・
副
蚕
処
理

施
設
航
精
練
機
及
び
精
練
槽

染
　
　
色
　
　
施
　
　
設

新
聞
業
・
出
版
業
・
印
刷
業

ま
　
た
　
は
　
製
　
版
　
業

自
動
式
フ
ィ
ル
ム
現
像
洗
浄
施
設

セ
メ
ン
ト
製
品
製
造
業

抄
造
施
設
・
成
型
機

水
　
養
　
生
　
施
　
設

酸
ま
た
は
ア
ル
カ
リ
の
表
面
処
理
施
設

旅
　
　
　
　
館
　
　
　
　
業

入
浴
施
設
・
厨
房
施
設

洗
　
た
　
く
　
施
　
設

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
・
洗
た
く
業

洗
　
　
浄
　
　
施
　
　
設

写
　
真
　
現
　
像
　
業

自
動
式
フ
ィ
ル
ム
現
像
洗
浄
施
設

自
動
式
車
輔
洗
浄
施
設

科
学
技
術
の
研
究
・
試
験
検
査
ま
た
は

専
門
教
育
を
行
う
事
業
所

洗
浄
施
設
・
焼
入
れ
施
設

し
尿
処
理
施
設
（
処
理
対
象
人
員
五
百

一
人
以
上
の
し
尿
浄
化
槽
）
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学
校
施
設
を
開
放

　
　
　
　
　
　
　
　
利
用
申
し
込
み
は
3
月
5
日
ま
で

　
社
会
体
育
の
普
及
・
振
興
の
た
め
、

つ
ぎ
の
と
お
り
市
内
各
小
・
中
学
校

の
施
設
を
、
学
校
教
育
に
支
障
の
な

い
範
囲
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
開
放

し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
開
放
校
　
十
日
町
中
学
校
、
南
中

学
校
、
中
条
中
学
校
、
下
条
中
学
校

十
目
町
小
学
校
、
西
小
学
校
、
東
小

学
校
、
中
条
小
学
校
、
吉
田
小
学
校
、

鐙
島
小
学
校
、
飛
渡
第
一
小
学
校
、

六
箇
小
学
校
、
八
箇
小
学
校
、
東
下

組
小
学
校
、
馬
場
小
学
校
、
川
治
小

〈開放内容〉

学
校
、
水
沢
小
学
校
、
名
ケ
山
小
学

校
、
野
中
小
学
校

●
利
用
者
　
原
則
と
し
て
市
内
在
住

ま
た
は
在
勤
す
る
人
が
十
人
以
上
で

構
成
す
る
団
体
で
、
か
つ
責
任
者
が

明
確
な
場
合
と
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法
　
利
用
を
希
望
す

る
団
体
は
、
所
定
の
申
込
書
を
、
三

月
五
日
㈹
ま
で
に
市
教
育
委
員
会
体

育
課
（
盈
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二

七
五
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
用
紙
は
体
育
課
に
あ
り
ま
す
。

開
放
場
所

開
放
す
る
日

開
　
　
放
　
時
　
　
間

屋
内
運
動
場

休
日
、
休
業
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時

平
　
　
　
日

午
後
六
時
～
午
後
九
時

グ
ラ
ウ
ン
ド

五
月
か
ら

　
十
月
ま
で

時
間
は
定
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
従
来

通
り
各
学
校
の
判
断
で
自
主
的
に
開

放
し
ま
す
。

腹筋と背筋が大切
　彌乳動物である人悶はもとも

と四足でした。立って歩くこと

は、動物としては不自然な姿勢

であり、どうしても内臓をさげ

ることになるのです。

　従って、腹筋と背筋をしめる

ことによって内臓の正常な位置

を保持しなけれぱなりません。

　下腹部がでて．ダフダブして

貫禄がっいてくることは健康上

よくないことです。

盛況だった“太鼓講習会“

　1月29～30日の2日間、市民会館、体育館で開催され
た「日本太鼓新潟県講習会」は、約百人の受講者が参加
し、大盛況でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　中でも30日午後
　　　　　　　　　　　　　　　　　1時から行われた
　　　　　　　　　　　　　　　　　寧ドラムの王様、

　　　　　　　　　　　　　　　　　ジョージ川口氏と

　　　　　　　　　　　　　　　　　購御諏訪太鼓。の

　　　　　　　　　　　　　　　　小口大八氏の迫力
　　　　　　　　　　　　　　　　満点の競演に、受
　　　　　　　　　　　　　　　　講者は勿論、参加
　　　　　　　　　　　　　　　　者全員が太鼓の素
　　　　　　　　　　　　　　　　晴らしさに驚嘆し
　　　　　　　　　　　　　　　　ていました。

下
条
体
協

　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

下条体協バドミントン部

　
下
条
地
区
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
（
下

条
体
協
）
が
発
足
し
て
十
五
年
以
上

に
な
り
ま
す
．
部
員
数
は
五
十
名
近

く
で
、
年
齢
も
十
五
歳
か
ら
六
十
歳

　　　ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　　　　　　　の

　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
　

．はじまってま～す
◆

　●●●●明日の親のための講座●●●●・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　　　　　＝十日町市公民館本館智7－5011番一（

◆
　
　
　
　
◆

ま
で
と
層
が
厚
く
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
活
動
は
、
学
校
開
放
を
利
用

し
た
週
二
回
の
練
習
を
も
と
に
、
各

地
区
と
の
親
善
試
合
や
各
種
大
会
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
下
条
体
協
は
「
下
条
地
区
に
住
む

全
て
の
人
を
会
員
と
し
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
健
康
な
体
を
つ
く
り
、
健

全
な
家
庭
を
築
き
、
地
域
発
展
に
努

力
し
よ
う
」
と
い
う
願
い
を
基
本
に

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
我
チ
ー
ム
は
、
ま
ず
第
一
に
誰
も

が
参
加
で
き
、
楽
し
く
、
長
続
き
で

き
る
ク
ラ
ブ
に
し
た
い
と
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。
窓
口
は
村
山
芳
和
さ
ん

（
盈
五
ー
≡
二
五
三
番
）

　
川
治
体
協

　
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　
川
治
体
協
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、

毎
週
木
曜
日
夜
七
時
半
か
ら
、
川
治

小
学
校
体
育
館
で
老
若
男
女
を
問
わ

2月15日
　（火）

　親になる期待と不安
●良い子（健康な子）を産むため

には

上村病院産婦人科

高木成子先生

2月22日
　（火） はじめての赤ちゃん

●かかりやすい病気と予防

●父親、母親にとって育児とは

医　師（新潟市）

桑原貞子先生3月1日
　（火）

3月8日
　（幻

三ツ児の魂百まで
　●しっけのポイント

　前橋育英短大

玉井成光先生

殊市報お知

らせ版でご

案内します

　家庭ってな～に
●家庭内のコミュニケーション 専門講師を

招　き　ま　す　カウンセリング
●心、身体、育児での悩みにお答
えして

◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆

◆
　
　
　
　
◆
　
　
　
　
◆

◆

ず
、
自
分
に
合
っ
た
動
き
の
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
を
、
大
き
な
笑
い
の
な
か
で
、

楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

　
健
康
と
親
睦
を
か
ね
て
、
上
手
に

な
り
た
い
か
た
は
そ
れ
な
り
に
、
そ

う
で
な
い
か
た
は
そ
れ
な
り
に
、
近

所
誘
い
あ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
達

が
木
曜
の
夜
を
楽
し
み
に
張
り
切
っ

て
い
ま
す
。
地
区
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
窓
口
は
渡
辺
貞
雄
さ
ん
（
北
新
田

密
七
ー
八
八
一
一
番
）

◆

■時間／夜7：00～9：00　■会場／十日町市公民館（本館）

■受講料無料　■当日申込可

◆　　　　◆　　　　◆　　　　◆　　　　　　　　　◆　　　　◆　　　　◆

　川治地区新春娯楽大会
11時から受付、正午から開始

川治体協バドミントン部

前
館
麻
設
4

午
民
㈲
公
棋

日
区
将
象
o
o

20

地
月
治
碁
生
般
月

2
　
畦

　
ヌ
目
場
期
会
種種目囲碁、将棋、麻憲（将棋に少年の部〔小・中
　　　　学生対象〕を設けました）

会費一般1，000円、小中学生500円（将棋〉

申込み　2月17βまでに”1治公民館《盤2－2223番〉へ
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昭
和
五
十
八
年

三
種
混
合
（
含
む
二
種
混
合
）
予
防
接
種
を
実
施

　
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風

の
三
種
混
合
予
防
接
種
と
、
ジ
フ
テ

リ
ア
、
破
傷
風
の
二
種
混
合
予
防
接

種
を
下
表
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
二
種
混
合
は
、
決
め
ら
れ
た

期
間
内
に
三
種
混
合
予
防
接
種
が
完

了
し
な
か
っ
た
か
た
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

◎
一
期
該
当
者

　
①
昭
和
五
十
五
年
三
月
一
日
～
五

十
六
年
二
月
二
十
八
日
の
間
に
生
ま

れ
た
人

　
②
昭
和
五
十
四
年
五
月
一
目
～
五

十
五
年
二
月
二
十
八
日
の
間
に
生
ま

れ
た
人
で
、
一
期
一
回
し
か
接
種
し

て
い
な
い
人
と
未
接
種
者

　
③
昭
和
五
十
二
年
四
月
二
日
～
五

十
四
年
四
月
三
十
日
の
間
に
生
ま
れ

た
人
で
一
期
一
回
し
か
接
種
し
て
い

な
い
人
と
未
接
種
者
（
二
種
混
合
で

実
施
）

●
一
期
接
種
方
法

　
〇
三
種
混
合
…
三
週
～
八
週
間
隔

で
三
回
接
種
す
る
こ
と
に
よ
り
基
礎

免
疫
が
で
き
完
了
と
な
り
ま
す
。

　
o
二
種
混
合
…
三
週
～
八
週
間
隔

で
二
回
接
種
す
る
こ
と
に
よ
り
基
礎

免
疫
が
で
き
完
了
と
な
り
ま
す
。
（
沈

降
ジ
フ
テ
リ
ァ
破
傷
風
混
合
ト
キ
ソ

イ
ド
使
用
）

◎
二
期
該
当
者

　
昭
和
五
十
二
年
四
月
二
日
～
五
十

五
年
二
月
二
十
八
目
の
間
に
生
ま
れ

た
人
で
、
前
年
に
一
期
が
完
了
し
て

い
る
人

●
二
期
接
種
方
法

　
〇
三
種
混
合
・
二
種
混
合
と
も
、

第
一
期
の
予
防
接
種
完
了
後
一
年
か

ら
一
年
半
の
間
に
一
回
接
種
し
ま
す
。

（
第
三
期
は
、
小
学
六
年
生
時
に
一

回
接
種
し
ま
す
）

接
種
前
後
の
注
意

○
子
供
の
健
康
状
態
を
よ
く
知
っ
て

い
て
、
問
診
票
の
記
載
が
で
き
る
人

が
必
ず
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

○
接
種
当
日
の
二
～
三
日
前
か
ら
健

康
状
態
に
注
意
を
は
ら
い
、
前
日
は

入
浴
を
さ
せ
清
潔
な
肌
着
を
着
せ
ま

し
よ
一
つ
。

○
接
種
日
の
朝
、
体
温
測
定
を
忘
れ

ず
に
。

○
か
ぜ
等
で
接
種
が
不
安
な
か
た
は
、

主
治
医
と
相
談
の
う
え
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

O
百
日
咳
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る

人
は
、
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

o
接
種
後
は
、
接
種
部
位
を
よ
く
も

み
、
清
潔
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

○
接
種
を
受
け
た
当
目
は
、
激
し
い

運
動
・
入
浴
は
さ
け
て
く
だ
さ
い
。

o
そ
の
他
の
接
種
後
の
注
意
事
項
は
、

当
日
会
場
で
配
布
し
ま
す
。

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
人

○
発
熱
し
て
い
る
人
ま
た
は
著
し
い

栄
養
障
害
者

o
心
臓
血
管
系
疾
患
、
腎
臓
疾
患
ま

た
は
肝
臓
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
人

で
、
当
該
疾
患
が
急
性
期
も
し
く
は

増
悪
期
ま
た
は
活
動
期
に
あ
る
も
の
。

○
そ
の
他
医
師
が
不
適
と
認
め
た
人

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

　
つ
ぎ
の
も
の
を
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
忘
れ
た
場
合
、
予
防
接
種

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
o
母
子
健
康
手
帳

　
o
印
か
ん
（
印
を
押
さ
れ
た
問
診

票
を
持
参
さ
れ
る
か
た
は
除
く
）

　
〇
十
日
町
市
に
住
民
登
録
が
な
い

人
が
接
種
を
受
け
た
い
時
は
、
住
民

登
録
の
あ
る
市
町
村
か
ら
予
防
接
種

依
頼
書
を
も
ら
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

問
診
票
の
記
載
に
つ
い
て

　
問
診
票
は
予
防
接
種
の
事
故
を
防

ぐ
た
め
、
接
種
当
日
の
健
康
状
態
を

知
り
医
師
が
接
種
の
可
否
を
決
定
す

る
非
常
に
重
要
な
も
の
で
す
．

　
●
会
場
で
記
載
し
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
接
種
者
の
当
日
の
健
康
状
態

に
つ
い
て
責
任
を
も
つ
て
正
確
に
記

載
し
、
印
も
忘
れ
ず
に
押
し
て
く
だ

さ
い
。

●
保
護
者
で
な
い
人
が
同
伴
す
る
場

合
は
、
前
も
っ
て
保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
に
用
意
し
ま
す
の
で
取
り
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

三種混合予防接種日程表予防接種の手順

実
施
地
区

接
種
月
日

受
付
時
間

対
　
象

実
施
会
場

川
治
・
六
箇

吉
田
地
区

3
月
1
日
図

午
後
－
時
45
分

　
～
　
2
時
15
分

いさだくてし守厳は間時付受

一
期一
回
目

保
健
セ
ン
タ
ー

十
日
町
・
新
座

大
井
田
地
区

3
月
2
日
困

午
後
－
時
45
分

　
～
　
2
時
1
5
分

保
健
セ
ン
タ
i

中
条
地
区

3
月
3
日
困

午
後
－
時
45
分

　
～
　
2
時
15
分

中
条
公
民
館

水
沢
地
区

3
月
4
日
囲

午
後
－
時
45
分

　
～
　
2
時
15
分

水
沢
出
張
所

下
条
地
区

午
後
1
時
15
分

　
～
　
1
時
4
5
分

下
条
公
民
館

川
治
・
六
箇

吉
田
地
区

3
月
24
日
困

午
後
1
時
4
5
分

　
～
　
2
時
15
分

一
期二
回
目

保
健
セ
ン
タ
i

十
日
町
・
新
座

大
井
田
地
区

3
月
25
日
囲

午
後
－
時
45
分

　
～
　
2
時
15
分

保
健
セ
ン
タ
i

中
条
地
区

3
月
29
日
ω
り

午
後
1
時
45
分

　
～
　
2
時
15
分

中
条
公
民
館

水
沢
地
区

3
月
30
日
困

午
後
1
時
45
分

　
～
　
2
時
15
分

水
沢
出
張
所

下
条
地
区

午
後
1
時
15
分

　
～
　
1
時
45
分

下
条
公
民
館

川
治
・
六
箇

吉
田
地
区

4
月
19
日
ω
℃

午
後
－
時
45
分

　
～
　
2
時
15
分

一
期三
回
目

保
健
セ
ン
タ
i

十
日
町
・
新
座

大
井
田
地
区

4
月
20
日
㈱

午
後
1
時
45
分

　
～
　
2
時
15
分

保
健
セ
ン
タ
i

中
条
地
区

4
月
21
日
困

午
後
1
時
45
分

　
～
　
2
時
15
分
。

中
条
公
民
館

水
沢
地
区

4
月
22
日
囲

午
後
1
時
4
5
分

　
～
　
2
時
15
分

水
沢
出
張
所

下
条
地
区

午
後
1
時
15
分

　
～
　
1
時
45
分

下
条
公
民
館

水
沢
地
区

4
月
25
日
㈲

午
後
－
時
45
分

　
～
　
2
時
15
分

二
期
の

該
当
者
の
み

水
沢
出
張
所

十
日
町
・
新
座

大
井
田
地
区

4
月
26
日
り
℃

午
後
－
時
45
分

　
～
　
2
時
15
分

保
健
セ
ン
タ
i

川
治
・
六
箇

吉
田
地
区

4
月
27
日
困

午
後
1
時
45
分

　
～
　
2
時
お
分

保
健
セ
ン
タ
；

中
条
地
区

4
月
28
日
困

午
後
－
時
4
5
分

　
～
　
2
時
15
分

中
条
公
民
館

下
条
地
区

午
後
1
時
15
分

　
～
　
1
時
5
分

下
条
公
民
館

〔懲緯〕

付受

○母子健康手帳により

対象年齢の確認

○接種間隔の確認

○問診票の配布

問診票記載

⊥
問診票の確認

○問診票記載事項等の

確認

○接種後の注意事項の

配布

問診・接種

母子手帳の記載

o接種済印の押印

○次回問診票の配布

一皿丁
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六
十
五
歳
か
ら
六
十
九
歳
ま
で
の

一
人
ぐ
ら
し
、
ね
た
き
り
老
人
は
外

来
・
月
四
百
円
、
入
院
・
一
目
三
百

円
（
二
ヵ
月
間
）
を
支
払
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
六
十
五
歳
以
上
の
重
度
障
害
者
で

六
十
四
歳
以
前
に
認
定
を
受
け
た
方

は
、
支
払
い
額
を
お
返
し
し
ま
す
。

六
十
四
歳
以
下
は
従
来
通
り
で
す
。

　
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
、
詳

細
を
知
り
た
い
方
は
、
市
社
会
福
祉

事
務
所
（
盈
七
－
三
一
一
一
番
内
線

二
一
四
）
ま
で
。

銃砲刀剣類の登録手続き

　
銃
砲
刀
剣
類
の
発
見

届
出
を
さ
れ
て
、
そ
の

登
録
を
受
け
、
＼
引
き
続
き

所
持
を
希
望
さ
れ
る
と

き
は
、
県
の
教
育
委
員

会
が
開
催
す
る
つ
ぎ
の

登
録
審
査
会
で
登
録
手

続
き
を
行
い
「
銃
砲
刀

剣
類
登
録
証
」
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

（
こ
の
登
録
証
ま
た
は
県
公
安
委
員

会
交
付
の
所
持
許
可
証
の
い
ず
れ
か

ふるさとの旬の料理⑳

白菜の変り漬
材　料　　　　　調理法

白菜……一4kg白菜は、株の根もとのところか
塩……一…3％　ら5～6cm庖丁で切れ目を入れ
花かつお…音箱両手でひっぱって2つ割りにす
昆布…2～3本ると葉先が切れないでよい。こ
ねぎ……一5本の要領で4つ割または6っ割と
七味唐がらし　　する。分量の塩で1度漬けをす

　　　　　　　る。
4～5日して白菜が漬かったら、水をよくしぽっ．で

ざるにあげ、昆布は白菜の長さに切り、ねぎは小口

切り、花かつおと3つを交互に白菜にはさんで塩
味をととのえ、もう一度重石をして演ける。2～3日
で食べられる。七味唐がらしを好みによりかける。

　ふるさとの漬物
冬、白菜のおいしい時たくさん漬けないでうす味
にし、漬かりすぎないよう冷蔵庫に入れます。

卯の花妙り
　材　料（5人分）
　　　卯の花…3009　　だし汁……大5
　　　にんじん…409　　醤油一……大2
　　　ねぎ……1009　　みりん……大2
　　　油揚………1枚　　塩……・…・・小者

　　　ひじき……59　　油…・…一・大1
調理法
①卯の花を厚手の鍋でから妙りし、すり鉢でよく
する。

②ねぎは小口切り、油揚もたて3本に切って細く
　せん切り、にんじんも細いせん切りとする。ひじ

　きは水にもどしよく洗って長さをそろえる。
③②を油で妙め、だし、調味料を入れてやわらか
　になるまで煮てから①の卯の花を入れてかきま
　わしながら妙め煮にする。

が
な
い
と
銃
砲
刀
剣
類
は
所
持
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）

●
審
査
会
日
程

五
月
十
八
日
㈱
、
九
月
十
六
日
囲
、

十
二
月
十
六
日
囲

●
会
場
及
び
時
間

長
岡
市
厚
生
会
館
第
一
小
ホ
ー
ル
（
大

手
通
一
丁
目
）
に
て
午
前
十
時
～

午
後
三
時
（
受
付
は
午
後
二
時
半
ま

で
）
●
持
参
す
る
も
の

ω
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀

剣
類
　
ω
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
出
受

理
証
（
所
轄
警
察
署
発
行
）
　
⑥
登

録
手
数
料
…
一
件
に
つ
き
四
千
五
百

円
（
新
潟
県
収
入
証
紙
で
納
入
す

る
こ
と
）

　
寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
川
西
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
五

千
円
…
つ
く
し
園
へ
　
▼
関
口
潔
（
加

賀
糸
屋
町
）
二
万
四
十
円
…
交
通

　
　
　
く
　
　
く
じ
　
　
か
ま

　
　
　
よ
　
細
ひ
　
。
ら
き
　
〉

　
　
　
で
　
て
。
る
わ
か
　
会

　
　
　
鉢
　
つ
る
え
や
て
　
り

　
　
　
り
　
切
す
ろ
て
れ
　
ろ

　
　
　
す
　
に
と
そ
れ
入
　
い

　
　
　
　
　
　
　
ン
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遺
児
へ
　
▼
羽
根
川
荘
利
用
者
…
池

田
ハ
ッ
イ
ほ
か
　
千
五
百
円
　
勝
栄

会
　
二
千
二
百
円
　
今
泉
老
人
ク
ラ

ブ
　
千
五
百
円
　
利
用
者
一
同
　
二

千
七
百
五
十
円
　
▼
田
村
直
人
・
茂

人
（
四
日
町
第
二
）
二
千
四
百
五
十

六
円
　
▼
農
協
福
祉
会
館
　
二
万
千

八
百
八
十
九
円
　
▼
小
海
重
夫
（
錦

町
）
三
万
円
　
▼
内
藤
直
義
（
椌
木
）

千
円
　
▼
上
越
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱

二
万
円
　
▼
金
沢
久
子
（
峠
）
一
万

円歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　
▼
十
日
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

五
万
千
百
円
　
▼
㈱
美
佐
伝
、
美
伝

会
　
二
万
千
八
百
四
十
三
円
　
▼
宮

沢
藤
作
（
田
中
町
本
通
り
）
一
万
円

▼
長
助
お
客
一
同
　
一
万
四
千
七
百

九
十
三
円

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
二
月
十
五
目
㈹
　
午
前
十
時
～

正
午
　
小
泉
第
一
の
一
部
、
小
泉
第

二
、
樽
沢
の
全
部
　
▼
二
月
十
六
日

困
　
午
前
九
時
～
午
後
一
時
　
新
座

第
四
、
四
日
町
第
一
、
塚
田
、
中
条

旭
町
の
各
一
部
、
五
軒
新
田
、
中
条

八
幡
、
上
原
、
旭
ケ
丘
、
上
町
の
全

部
　
▼
二
月
十
七
日
困
　
午
前
九
時

～
正
午
本
町
東
一
丁
目
、
諏
訪
町
、

学
校
町
一
丁
目
の
各
一
部
、
宮
下
町

東
、
宮
下
町
西
の
全
部
　
▼
二
月
二

十
一
日
㈲
　
正
午
5
午
後
四
時
　
本

町
二
丁
目
・
四
丁
目
、
七
軒
町
、
西

寺
町
、
加
賀
糸
屋
町
、
諏
訪
町
、
田

中
町
東
、
田
中
町
西
、
水
野
町
の
各

一
部
、
本
町
三
丁
目
、
神
明
町
、
若

宮
町
、
関
口
樋
口
町
の
全
部
　
▼
二

月
二
十
三
日
困
　
午
前
九
時
～
午
後

一
時
山
本
町
一
丁
目
、
川
治
内
後

の
各
一
部
、
川
治
上
町
、
川
治
中
町
、

川
治
下
町
第
一
・
第
二
・
第
三
の
全

部
　
▼
二
月
二
十
四
日
困
　
午
前
九

時
～
午
後
一
時
　
稲
荷
町
三
丁
目
本

通
り
の
一
部
▼
二
月
二
十
五
日
囲

午
前
九
時
～
午
後
一
時
半
川
治
内
後
、

川
治
下
町
第
一
、
妻
有
町
東
一
丁
目
、

河
内
町
、
千
歳
町
一
丁
目
、
寿
町
一

丁
目
の
各
一
部
、
妻
有
町
西
一
丁
目

・
二
丁
目
の
全
部
　
▼
三
月
一
日
図

正
午
～
午
後
四
時
　
学
校
町
一
丁
目
、

川
原
町
、
諏
訪
町
、
水
野
町
、
若
宮

町
の
各
一
部
、
学
校
町
二
丁
目
の
全

部

　
　
訂
　
正

　
一
月
二
十
五
日
付
市
報
お
知
ら
せ

版
三
頁
「
雪
ま
つ
り
関
係
テ
レ
ビ
放

映
」
記
事
中
放
送
日
二
月
十
四
日
ω

を
二
月
十
九
日
d
D
に
、
八
頁
「
二

月
分
乳
幼
児
健
康
診
査
日
程
」
の
三

歳
児
健
診
日
程
二
月
十
五
目
㈱
を
二

月
十
六
日
困
に
訂
正
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
』
誌

渉
ヒ
ガ
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・
十
日
町
の
冬
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
、
三
十
四
回
雪
ま
つ
り
が
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。
雪
像
づ
く
り
も
仕
上

げ
の
段
階
に
か
か
り
、
各
種
催
事
の

準
備
も
万
端
整
っ
て
本
番
を
待
つ
ば

か
り
。
あ
と
は
、
市
民
が
総
参
加
し

て
楽
し
み
、
雪
ま
つ
り
を
自
分
自
身

の
も
の
に
す
る
こ
と
で
す
。
臨
時
駐

車
場
を
設
け
ま
す
が
、
な
る
べ
く
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
・
克
雪
住
宅
づ
く
り
資
金
貸
付
制

度
の
受
付
け
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

雪
お
ろ
し
を
し
な
く
て
も
良
い
住
宅

を
建
て
た
い
と
お
考
え
の
方
は
市
民

生
活
課
環
境
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■市勢／世帯数…12，140／推計人ロ…48，936人（男23，916人・女25，020人）※基本台帳人ロ49，457人（1月1日現在）


